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１                              問題のページへ 
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［解 説］ 

②式を導くのがポイントです。なお, 文系で類題が出ています。ただし, アプロー

チの方法は異なっています。 
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２                              問題のページへ 
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すると, 0＜a＜bに対して, )()( ba ff ＞ となり,  
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［解 説］ 

関数の単調性と不等式の証明をリンクさせた有名問題です。類した過去問は数え切

れません。 
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［解 説］ 

一般項を推測するのは難しそうなので, 成分に関する漸化式を立てました。(2)の設

問から, nを偶奇に分けて計算しています。 
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(1) 点 )sin,cos(P qq , )3sin,3cos(Q qq における接線

の方程式は, それぞれ,  
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この 2本の接線の交点 ),(R ba は,  
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すると, 
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よって, 点 R の軌跡は右図のようになり, 求める網点部の面

積を Sとすると,  
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［解 説］ 

和積公式を利用して, 点 R の座標を整理しておかないと, 積分の実行が困難になっ

てきます。また, (2)の面積計算は, 計算量を考えると, y軸方向で積分すべきです。 
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